
-

事業内容・目

標達成状況

の振り返り

保育所児童数約3000人に係る管理事務、一般事務業務の実施

安心子ども基金、交付税措置等の補助メニューを用いた事業展開を行った。

改革改善

の考え方

①問題

点

安心子ども基金の事業廃止により財源負担の増加

保育料システムのリプレイスに係る費用の増加

②改革

提案

安心こども基金から代わる新規事業（予算要求段階未定）による事業展開も検討する。

総事業費①+② 12,439 14,551 12,832

人件費計（千円）② 0 179

13,748

正規職員所要時間 50

臨時職員所要時間

一般財源 8,421 12,130 10,658

その他

起債

県支出金 2,090 2,421 1,995

国庫支出金 1,928

事業費計（千円）① 12,439 14,551 12,653 13,748 子どものための手当てシステム補助1,995千円

（10/10）

25年度予算額 特定財源内訳、補足

13,748

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　社会福祉審議会（児童福祉分科会）開催

２　臨時職員人件費（保育料納付相談徴収員・保育専門指導員）

３　保育料事務委託

４　児童手当システム構築業務委託料

５　その他関係団体等負担金

１　児童福祉分科会回数

２　臨時職員数（H24.4月現在）

３　保育所児童数

１　　　1回/年

２　　　３人

３　　　3,127人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

保育所管理事務

保育所入退所事務

保育料事務

児童手当（旧子ども手当）事務

その他児童福祉一般事務

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

子どもを育てやすい社会環境であると感じている対象者

の割合

63.8 63 66

36.5 36

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

子どもを産みやすい社会環境であると感じている対象者

の割合

28年度見込み

子育てをしている家庭数 9845

意図（どういう状態

にするか）

産み育てやすい環境を整備する

向上させたい上位施

策の成果指標

子どもを育てやすい社会環境であると感じている対象者

の割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 子育てをしている家庭

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 子育て支援課 係等名 保育係

事業種別 経常 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

児童福祉推進事務

37 事業№ 13 50平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


